
第４９回固体 NMR・材料フォーラム 講演プログラム 

 

主催 固体 NMR・材料フォーラム  協賛 （社）日本化学会 

日時  ２０１１年５月１７日（火）午前１０時～午後８時００分 

場所  産業技術総合研究所 臨海新都心センター （東京都江東区青海 2-7-1） 

 

Ⅰ 講演 

１． ゲル中の溶媒の融点降下と束縛状態の関係 

（10:00－10:30）                        （龍谷大理工） 中沖 隆彦 

 

２． 電池関連材料の NMR による微視構造解析 

（10:35－11:05）                        （東北大院工） 前川 英己 

 

３． 小型表面コイルによる NMR 計測の適用事例 

（11:10－11:50）                   （慶応大理工） 小川 邦康、横内 康夫 

 

（昼食）（11:55-13:00）（６5 分） 

 

４． DNP/SD/CP/MAS NMR の最近の発展 

（14:３0－15:20）                      （福井大遠赤外セ） 堀井 文敬 

 

５． Diamond Anvil Cell NMR による水素の化学結合とダイナミクスの超高圧力その場観察 

（15:30－16:10）                      （岡山大地球物質セ） 奥地 拓生 

 

（コーヒーブレイク）（16:15－16:35）（２０分） 

 

６． 1H スピン拡散法によるスチレン-アクリル酸およびスチレン-メタクリル酸共重合体エマルジョ

ンの樹脂粒子の表面構造解析 

（16:35－16:55） （日本合成）○神田 泰治、井上 俊満、大嶋 哲哉、（福井大遠赤外セ）堀井 文敬 

 

７． 重水素デカップリングによるＤＮＰ時のプロトンスピン拡散の促進 

（17:00－17:20）                         （阪大基礎工） 根来 誠 

 

８． 固体４核プローブ－Multinuclear 
（17:25－17:45）                   （アジレント・テクノロジー） 芦田 淳 

 

９． 会員の被災状況と復旧に向けた臨時報告会 

（17:50－18:00）                    （産総研環境化学技術） 高橋 利和 

 

Ⅱ ポスター発表及び企業展示（13:00－14:25） 

 

Ⅲ 懇親会（18:30－20:00） 



第４９回固体ＮＭＲ・材料フォーラム ポスタープログラム 

 

Ｐ１．NMR を用いた元素分析 

（京大院理）○一条 直規、武田 和行 

 

Ｐ２．金属アルミ薄膜の 27Al disk MAS 

（１京大院理、２京大物質細胞統合システム拠点）○野田 泰斗１、犬飼 宗弘２ 

 

Ｐ３．A simple scheme for high-resolution 1H solid-state NMR spectra at 

ultra-fast MAS of 80 kHz and its application to 1H-{13C} J-HMQC experiments 

（JEOL Resonance）○Yusuke Nishiyama, Julien Trébosc, Olivier Lafon, Xingyu 

Lu, Zhehong Gan, P.K. Madhu, Jean-Paul Amoureux 

 

Ｐ４．量子化学計算による（Nylon6, PMMA, PS）ポリマーの 13C NMR, IR 及び VXPS

のスペクトル解析 

（東理大界面科学セ）遠藤 一央 

 

Ｐ５．超高磁場固体 NMR および量子化学計算による天然セルロースの結晶構造および水

素結合に関する研究 

（1 京大化研、2 高知県立紙技セ、3 福井大遠赤セ、4 物材研究機構）Qing Lou1, 鈴木 慎司

1,2、堀井 文敬 1,3、清水 禎 4、丹所 正孝 4、大木 忍 4、出口 健三 4 

 

Ｐ６．固体ＮＭＲ特殊プローブの製作（‘１１） 

（プローブ工房） 藤戸 輝昭 

 

Ｐ７．MAS 中に圧延された天然ゴムの静止状態固体 13C NMR スペクトル 

（防衛大応化） 浅野 敦志、北村 成史 

 

Ｐ８．固体 NMR 用超伝導磁石に対する外部環境の影響 

（1 物質・材料研究機構、2 プローブ工房） ○品川秀行 1、大木忍 1、藤戸輝昭 2、清水禎 1 
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